
1-1. 基本フロー

作業全体イメージ

①データセットアップについて
実行までに以下の情報をセットアップする必要がある

・レジスターコマンド
各OS別に、比較時のルールを定義する

・コマンドセット
レジスターコマンドをグループ化

・プロファイル
認証情報セット

・機器リスト
機器情報、コマンド情報、認証情報の組み合わせをまとめた情報

②ログの取得について
前提として、機器リストを準備する
機器リストに設定した情報に基づき、対象機器にログインしてコマンドを実行した結果をファイルに残す
実行した結果は以下に格納される

C:\Libra\logget\

実行手順

③ログ比較について
取得したログに対して、レジスターコマンドで設定した事前処理を施したものを比較する
比較した結果は以下に格納される

C:\Libra\logget\diffresult

実行手順

④設定チューニングについて
必要であれば、比較ルールの変更やリストの編集などを行う

Libra使用手順書

1.基本フロー

ログの取得

ログの比較

結果確認

設定チューニ
ング

データセットアップ
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1-1. ログイン

(1) デスクトップのLibra_exe.batをWクリックで起動する

(2) ユーザIDとパスワードを入力し、OKをクリックする
※データ読み込み先の数により、最大３回認証が求められる

ユーザID/パスワード
libra/libra
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1-1. 対象のリストを開く

(1) 「Main」ボタンを押し、MainMenu画面を開く
「List」ボタンをを押し、Listの一覧を開く

(2) 実行対象のList名を押す
「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

Libra使用手順書
1.Libraからteratermの起動



1-2. 対象機器でteraterm起動

(1) いずれかのProfileが入力されていること

(2) 対象の Machine name上で 「㻿hift+右クリック」を押す

connection情報を全体or個別で入

力されていること

ログインした状態でteratermが起動する



1-1. 新規レジスターコマンドの追加

(1) 「Register」ボタンを押し、Command register画面を開く
「New」をクリック

(2) (比較しない設定の場合)
「Command㻿tring」に実行コマンドを入力
Ostypeに該当O㻿を選択する
㻿aveをクリック

Libra使用手順書
1.レジスターコマンドの編集

灰色行䛿比較をしない設定のコマンド

(Compare列がNo)



(3) (比較する設定の場合)
「Command㻿tring」に実行コマンドを入力
Ostypeに該当O㻿を選択する
CompareをYesに設定する
下記、青枠の情報を入力する(必要のない部分䛿ブランク可)
「㻿ave」をクリック

Compare ruleで比較前のログ編集を定義する

㻿tartLine:ログの比較開始行番号、また䛿文字列
㻿topLine：ログの比較終了行番号、また䛿文字列
Grep:ログの比較対象行をgrepのキーワードで絞り込みを行う
Grep-v:ログの比較対象行をgrep-vのキーワードで絞り込みを行う
Replace：ログを特定のキーワードに一致する部分を別の文字で置き換える
㻿ort:ログを並び替える



1-1. 新規プロファイルの追加

(1) 「Profile」ボタンを押し、Connection profile画面を開く

(2) 「NewConnectionprofile」をクリック

(3) 「㻿et up auth」をクリック
※既存のAuthgroupを利用する場合䛿省略可

Libra使用手順書
1.プロファイルの編集



入力後、「㻿ave」をクリック

(4) Profileを作成する
入力後、「㻿ave」をクリック

1-2. プロファイル削除

(1) 該当のプロファイルをWクリックする

Groupnome：任意、マルチバイト不可

Usernome：ログインユーザ

Possword: ログインパスワード

Adminpossword:enoble パスワード

※既存のouth groupの内容を変更する場合䛿、

「Groupnome」を同じにすることで上書きすることが

可能

Profilenome:任意。マルチバイト不可

ConnectionType:ターゲット機器との接続方式

Direct,1hop,2hopから選択する

Connection:ログインshellをtelnetかsshで選択する

Authgroup：作成済みの認証情報を選択する



1-1. 新規コマンドセットの追加

(1) 「Command」ボタンを押し、Cmmandset画面を開く

(2) 「NewCommandset」をクリック

(3) 「Name」に一意の名前を入力する
「O㻿」から作成対象のO㻿を選択する
Cmd001～Cmd040に、対象のコマンドを選択する(Registerに登録されているコマンドが選択可能)
※ログ取得時はここで設定した番号順で、コマンドを実行する

Libra使用手順書
1.コマンドセットの編集

選択式で、途中まで入力することで絞

り込み可



(4) 「㻿ave」をクリックして、保存する



1-2. コマンド編集

(1) 該当のコマンドセットをWクリックする

(2) 編集後、「㻿ave」をクリック



1-3. コマンドセット削除

(1) 該当のコマンドセットをWクリックする

(2) [Dlete」ボタンをクリック



1-4. 既存のコマンドセットをコピーして作成する

(1) コピー元とするコマンドセットの「＋」ボタンをクリックすることで、新規コマンドをコピーで作成可



1-1. 新規リストの追加

(1) 「Main」ボタンを押し、Mainmenu画面を開く
「List」ボタンをクリック

(2) 「Newlist」をクリック
リスト名を入力して「OK」

(3) 追加されたリスト名をクリック
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1-2. リストの編集

(1) 該当のリストをクリックし、「Closelist」をクリック

(2) 「Edit」をクリックし、Editモードに入る
Advance機能を使う場合䛿AdvanceをクリックしたあとにEditをクリック

(3) 各項目を入力し、「㻿ave」を押して保存する
行を追加/削除するに䛿、Copy/delの「+」「-」を押す

Filter1~5：ブランク可
任意の値

Machinename：ブランク不可
リスト内で一意の値。
取得するログが保管される際のフォルダ名に使用する
フォルダ名に使用できない文字䛿指定できない

IPv4address：ブランク不可
O㻿：セレクトボックスから選択
Command：セレクトボックスから選択
Option：ブランク可能

・IO㻿,Nexusno場合にvrfに実行したいコマンドを設定できる
・A㻿Aの場合、systemに実行するコマンド、contextに実行するコマンドをそれぞれに設定可能

LoginProfile(Advance)：この行だけに適用するProfileを設定できる
RootFolder：この行だけ配置するフォルダ名をここで指定した場所へ変更する



1-3. リストのインポート

(1) インポートファイルの準備

[フォーマット]

フィルタ1,フィルタ2,フィルタ3,フィルタ4,フィルタ5,Machinename,Ipaddress,O㻿,Command,option,Loginprofile,Rootfolder

例)

fil1,fil2,fil3,fil4,fil5,host5,1.1.1.5,A㻿A,setup,system=>setup|context=>setup,setupprofile,test5

[フィル名形式]

リスト名.csv

[配置場所]

C:\C:\Libra\import\list\

(2) 「More」をクリック

リスト名を入力して「OK」

(4) 「import」をクリック

C:\C:\Libra\import\list\に配置したファイルの一覧が開く

該当のリストを選択し「OK」



1-1. 比較対象の決定

(1) 「Diff」ボタンを押し、Diff画面を開く

(2) 比較元フォルダの決定
対象の年月をWクリックする

「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

・年月日をWクリックする

Libra使用手順書
1.ログ比較



・対象ディレクトリ名をクリックして色がかわることを確認する
・選択したディレクトリと

・右側のTarget Dataについても同様に選択する



1-2. 比較実行

(1) 「Compare」ボタンをクリック
比較の組み合わせが表示されるので「OK」を押す

(2) 比較実施画面　終了後に別タブで結果画面が開く

データ量に応じて所要時間 1～10分程

度



1-3. 比較結果画面

(1) 画面例１

(2) 画面例2

※間違えていいえを押した場合䛿F5で更新後に
　　もういちど操作する

1esult列：対象機器で比較したコマンドの結果の

サマリ。

OK ： コマンド差分なし

NG ： コマンド差分あり

䟿 ： 比較処理エラー

コマンド別の比較結果

○ :差分なし

× :差分あり

N/A：比較対象コマンドが取得できていない

(ログがない)
- : 比較しない設定のコマンド

! ：比較処理で異常終了

比較結果が×のとき、該当セ

ルで右クリックすることで

winme1geを開くことができる

winme1geで確認した箇所䛿緑に変化する

※保存されないため、再度開いた場合䛿赤色



1-4. 過去結果確認

(1) 過去の結果䛿下記ディレクトリに格納されている

「C:\Libra\logget\diffresult\」

フォルダ内にあるHTMLを開くと再度比較結果を確認することができる



1-1. 対象のリストを開く

(1) 「Main」ボタンを押し、MainMenu画面を開く
「List」ボタンをを押し、Listの一覧を開く

(2) 実行対象のList名を押す
「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

Libra使用手順書
1.Libraからteratermの起動



1-2. 対象機器でteraterm起動

(1) いずれかのProfileが入力されていること

(2) 対象の Machine name上で 「㻿hift+右クリック」を押す

connection情報を全体or個別で入

力されていること

ログインした状態でteratermが起動する



1-3. 操作ログの確認

(1) この機能で起動したteraterm内の実行コマンド䛿下記にログとして出力される
C:\Libra\access\



1-1. 対象のリストを開く

(1) 「Main」ボタンを押し、MainMenu画面を開く
「List」ボタンをを押し、Listの一覧を開く

(2) 実行対象のList名を押す
「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

Libra使用手順書
1.ログ取得実行



1-2. 認証情報の入力

(1) ※Profileを使う場合
Profile nameから該当のProfileを設定する

※手動入力の場合

※ConnectionProfileをすべて入力

した場合䛿、この手順を省略してよ

Connection Typeを選択後、

必要な情報を入力する



1-3. LOGGETの実行

(1) 「Logget」ボタンを押す

(2) 「Logdir Name」にフォルダ名を入力する
※ここで決めたフォルダ名䛿、取得したログを配置するディレクトリ名に使われる

例)「HOGE」とした場合
C:\Libra\logget\<YYYYMMDD>\ HOGE\cmd….log

(3) 「run logget」ボタンを押すとポップアップで実行対象数が表示されるため、
確認後、「OK」を押す

当日取得済みのフォルダ名が表

示されるので、重複しないようにす



(4) Loggetが実行される。
実行が終了するまで待つ
終了後ポップアップが表示されるので確認後「OK」を押す
ログ取得に何かのエラーがある場合䛿エラー件数が表示される

(5) 実行結果が㻿tatus列に表示される
「Error」、「Warning」の場合䛿、クリックで事由が表示される

実行中の危機リストが表示され

る

実行ログベースに計算した進捗度を％で

表示

クリックで閉じる



1-4. 取得したログの確認

(1) ログの出力先䛿Rootｆolderの指定によって異なる

・フォルダを指定していない場合䛿「C:\Libra\logget\<YYYYMMDD\<フォルダ名>」配下に格納される

・フォルダを指定している場合䛿「C:\Libra\logget\<YYYYMMDD>\」配下に格納される



1-1. ログイン

(1) デスクトップのLibra_exe.batをWクリックで起動する

(2) ユーザIDとパスワードを入力し、OKをクリックする
※データ読み込み先の数により、最大３回認証が求められる

ユーザID/パスワード
libra/libra

Libra使用手順書
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1-3. 操作ログの確認

(1) この機能で起動したteraterm内の実行コマンド䛿下記にログとして出力される
C:\Libra\access\



1-1. 比較対象の決定

(1) 「Diff」ボタンを押し、Diff画面を開く

(2) 比較元フォルダの決定
対象の年月をWクリックする

「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

・年月日をWクリックする

Libra使用手順書
1.ログ比較



・対象ディレクトリ名をクリックして色がかわることを確認する
・選択したディレクトリと

・右側のTarget Dataについても同様に選択する



1-2. 比較実行

(1) 「Compare」ボタンをクリック
比較の組み合わせが表示されるので「OK」を押す

(2) 比較実施画面　終了後に別タブで結果画面が開く

データ量に応じて所要時間 1～10分程

度



1-3. 比較結果画面

(1) 画面例１

(2) 画面例2

※間違えていいえを押した場合䛿F5で更新後に
　　もういちど操作する

1esult列：対象機器で比較したコマンドの結果の

サマリ。

OK ： コマンド差分なし

NG ： コマンド差分あり

䟿 ： 比較処理エラー

コマンド別の比較結果

○ :差分なし

× :差分あり

N/A：比較対象コマンドが取得できていない

(ログがない)
- : 比較しない設定のコマンド

! ：比較処理で異常終了

比較結果が×のとき、該当セ

ルで右クリックすることで

winme1geを開くことができる

winme1geで確認した箇所䛿緑に変化する

※保存されないため、再度開いた場合䛿赤色



1-4. 過去結果確認

(1) 過去の結果䛿下記ディレクトリに格納されている

「C:\Libra\logget\diffresult\」

フォルダ内にあるHTMLを開くと再度比較結果を確認することができる



1-1. 新規リストの追加

(1) 「Main」ボタンを押し、Mainmenu画面を開く
「List」ボタンをクリック

(2) 「Newlist」をクリック
リスト名を入力して「OK」

(3) 追加されたリスト名をクリック

Libra使用手順書
1.リストの編集



1-2. リストの編集

(1) 該当のリストをクリックし、「Closelist」をクリック

(2) 「Edit」をクリックし、Editモードに入る
Advance機能を使う場合䛿AdvanceをクリックしたあとにEditをクリック

(3) 各項目を入力し、「㻿ave」を押して保存する
行を追加/削除するに䛿、Copy/delの「+」「-」を押す

Filter1~5：ブランク可
任意の値

Machinename：ブランク不可
リスト内で一意の値。
取得するログが保管される際のフォルダ名に使用する
フォルダ名に使用できない文字䛿指定できない

IPv4address：ブランク不可
O㻿：セレクトボックスから選択
Command：セレクトボックスから選択
Option：ブランク可能

・IO㻿,Nexusno場合にvrfに実行したいコマンドを設定できる
・A㻿Aの場合、systemに実行するコマンド、contextに実行するコマンドをそれぞれに設定可能

LoginProfile(Advance)：この行だけに適用するProfileを設定できる
RootFolder：この行だけ配置するフォルダ名をここで指定した場所へ変更する



1-3. リストのインポート

(1) インポートファイルの準備

[フォーマット]

フィルタ1,フィルタ2,フィルタ3,フィルタ4,フィルタ5,Machinename,Ipaddress,O㻿,Command,option,Loginprofile,Rootfolder

例)

fil1,fil2,fil3,fil4,fil5,host5,1.1.1.5,A㻿A,setup,system=>setup|context=>setup,setupprofile,test5

[フィル名形式]

リスト名.csv

[配置場所]

C:\C:\Libra\import\list\

(2) 「More」をクリック

リスト名を入力して「OK」

(4) 「import」をクリック

C:\C:\Libra\import\list\に配置したファイルの一覧が開く

該当のリストを選択し「OK」



1-1. 新規コマンドセットの追加

(1) 「Command」ボタンを押し、Cmmandset画面を開く

(2) 「NewCommandset」をクリック

(3) 「Name」に一意の名前を入力する
「O㻿」から作成対象のO㻿を選択する
Cmd001～Cmd040に、対象のコマンドを選択する(Registerに登録されているコマンドが選択可能)
※ログ取得時はここで設定した番号順で、コマンドを実行する

Libra使用手順書
1.コマンドセットの編集

選択式で、途中まで入力することで絞

り込み可



(4) 「㻿ave」をクリックして、保存する



1-2. コマンド編集

(1) 該当のコマンドセットをWクリックする

(2) 編集後、「㻿ave」をクリック



1-3. コマンドセット削除

(1) 該当のコマンドセットをWクリックする

(2) [Dlete」ボタンをクリック



1-4. 既存のコマンドセットをコピーして作成する

(1) コピー元とするコマンドセットの「＋」ボタンをクリックすることで、新規コマンドをコピーで作成可



1-1. 新規プロファイルの追加

(1) 「Profile」ボタンを押し、Connection profile画面を開く

(2) 「NewConnectionprofile」をクリック

(3) 「㻿et up auth」をクリック
※既存のAuthgroupを利用する場合䛿省略可

Libra使用手順書
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入力後、「㻿ave」をクリック

(4) Profileを作成する
入力後、「㻿ave」をクリック

1-2. プロファイル削除

(1) 該当のプロファイルをWクリックする

Groupnome：任意、マルチバイト不可

Usernome：ログインユーザ

Possword: ログインパスワード

Adminpossword:enoble パスワード

※既存のouth groupの内容を変更する場合䛿、

「Groupnome」を同じにすることで上書きすることが

可能

Profilenome:任意。マルチバイト不可

ConnectionType:ターゲット機器との接続方式

Direct,1hop,2hopから選択する

Connection:ログインshellをtelnetかsshで選択する

Authgroup：作成済みの認証情報を選択する



1-1. 新規レジスターコマンドの追加

(1) 「Register」ボタンを押し、Command register画面を開く
「New」をクリック

(2) (比較しない設定の場合)
「Command㻿tring」に実行コマンドを入力
Ostypeに該当O㻿を選択する
㻿aveをクリック

Libra使用手順書
1.レジスターコマンドの編集

灰色行䛿比較をしない設定のコマンド

(Compare列がNo)



(3) (比較する設定の場合)
「Command㻿tring」に実行コマンドを入力
Ostypeに該当O㻿を選択する
CompareをYesに設定する
下記、青枠の情報を入力する(必要のない部分䛿ブランク可)
「㻿ave」をクリック

Compare ruleで比較前のログ編集を定義する

㻿tartLine:ログの比較開始行番号、また䛿文字列
㻿topLine：ログの比較終了行番号、また䛿文字列
Grep:ログの比較対象行をgrepのキーワードで絞り込みを行う
Grep-v:ログの比較対象行をgrep-vのキーワードで絞り込みを行う
Replace：ログを特定のキーワードに一致する部分を別の文字で置き換える
㻿ort:ログを並び替える



1-1. ログイン

(1) デスクトップのLibra_exe.batをWクリックで起動する

(2) ユーザIDとパスワードを入力し、OKをクリックする
※データ読み込み先の数により、最大３回認証が求められる

ユーザID/パスワード
libra/libra

Libra使用手順書

1.ログイン

1/1



1-1. 対象のリストを開く

(1) 「Main」ボタンを押し、MainMenu画面を開く
「List」ボタンをを押し、Listの一覧を開く

(2) 実行対象のList名を押す
「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

Libra使用手順書
1.ログ取得実行



1-2. 認証情報の入力

(1) ※Profileを使う場合
Profile nameから該当のProfileを設定する

※手動入力の場合

※ConnectionProfileをすべて入力

した場合䛿、この手順を省略してよ

Connection Typeを選択後、

必要な情報を入力する



1-3. LOGGETの実行

(1) 「Logget」ボタンを押す

(2) 「Logdir Name」にフォルダ名を入力する
※ここで決めたフォルダ名䛿、取得したログを配置するディレクトリ名に使われる

例)「HOGE」とした場合
C:\Libra\logget\<YYYYMMDD>\ HOGE\cmd….log

(3) 「run logget」ボタンを押すとポップアップで実行対象数が表示されるため、
確認後、「OK」を押す

当日取得済みのフォルダ名が表

示されるので、重複しないようにす



(4) Loggetが実行される。
実行が終了するまで待つ
終了後ポップアップが表示されるので確認後「OK」を押す
ログ取得に何かのエラーがある場合䛿エラー件数が表示される

(5) 実行結果が㻿tatus列に表示される
「Error」、「Warning」の場合䛿、クリックで事由が表示される

実行中の危機リストが表示され

る

実行ログベースに計算した進捗度を％で

表示

クリックで閉じる



1-4. 取得したログの確認

(1) ログの出力先䛿Rootｆolderの指定によって異なる

・フォルダを指定していない場合䛿「C:\Libra\logget\<YYYYMMDD\<フォルダ名>」配下に格納される

・フォルダを指定している場合䛿「C:\Libra\logget\<YYYYMMDD>\」配下に格納される



1-1. 対象のリストを開く

(1) 「Main」ボタンを押し、MainMenu画面を開く
「List」ボタンをを押し、Listの一覧を開く

(2) 実行対象のList名を押す
「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

Libra使用手順書
1.Libraからteratermの起動



1-2. 対象機器でteraterm起動

(1) いずれかのProfileが入力されていること

(2) 対象の Machine name上で 「㻿hift+右クリック」を押す

connection情報を全体or個別で入

力されていること

ログインした状態でteratermが起動する



1-3. 操作ログの確認

(1) この機能で起動したteraterm内の実行コマンド䛿下記にログとして出力される
C:\Libra\access\



1-1. 比較対象の決定

(1) 「Diff」ボタンを押し、Diff画面を開く

(2) 比較元フォルダの決定
対象の年月をWクリックする

「Closelist」を押してリスト一覧を閉じる

・年月日をWクリックする

Libra使用手順書
1.ログ比較



・対象ディレクトリ名をクリックして色がかわることを確認する
・選択したディレクトリと

・右側のTarget Dataについても同様に選択する



1-2. 比較実行

(1) 「Compare」ボタンをクリック
比較の組み合わせが表示されるので「OK」を押す

(2) 比較実施画面　終了後に別タブで結果画面が開く

データ量に応じて所要時間 1～10分程

度



1-3. 比較結果画面

(1) 画面例１

(2) 画面例2

※間違えていいえを押した場合䛿F5で更新後に
　　もういちど操作する

1esult列：対象機器で比較したコマンドの結果の

サマリ。

OK ： コマンド差分なし

NG ： コマンド差分あり

䟿 ： 比較処理エラー

コマンド別の比較結果

○ :差分なし

× :差分あり

N/A：比較対象コマンドが取得できていない

(ログがない)
- : 比較しない設定のコマンド

! ：比較処理で異常終了

比較結果が×のとき、該当セ

ルで右クリックすることで

winme1geを開くことができる

winme1geで確認した箇所䛿緑に変化する

※保存されないため、再度開いた場合䛿赤色



1-4. 過去結果確認

(1) 過去の結果䛿下記ディレクトリに格納されている

「C:\Libra\logget\diffresult\」

フォルダ内にあるHTMLを開くと再度比較結果を確認することができる



1-1. 新規リストの追加

(1) 「Main」ボタンを押し、Mainmenu画面を開く
「List」ボタンをクリック

(2) 「Newlist」をクリック
リスト名を入力して「OK」

(3) 追加されたリスト名をクリック

Libra使用手順書
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1-2. リストの編集

(1) 該当のリストをクリックし、「Closelist」をクリック

(2) 「Edit」をクリックし、Editモードに入る
Advance機能を使う場合䛿AdvanceをクリックしたあとにEditをクリック

(3) 各項目を入力し、「㻿ave」を押して保存する
行を追加/削除するに䛿、Copy/delの「+」「-」を押す

Filter1~5：ブランク可
任意の値

Machinename：ブランク不可
リスト内で一意の値。
取得するログが保管される際のフォルダ名に使用する
フォルダ名に使用できない文字䛿指定できない

IPv4address：ブランク不可
O㻿：セレクトボックスから選択
Command：セレクトボックスから選択
Option：ブランク可能

・IO㻿,Nexusno場合にvrfに実行したいコマンドを設定できる
・A㻿Aの場合、systemに実行するコマンド、contextに実行するコマンドをそれぞれに設定可能

LoginProfile(Advance)：この行だけに適用するProfileを設定できる
RootFolder：この行だけ配置するフォルダ名をここで指定した場所へ変更する



1-3. リストのインポート

(1) インポートファイルの準備

[フォーマット]

フィルタ1,フィルタ2,フィルタ3,フィルタ4,フィルタ5,Machinename,Ipaddress,O㻿,Command,option,Loginprofile,Rootfolder

例)

fil1,fil2,fil3,fil4,fil5,host5,1.1.1.5,A㻿A,setup,system=>setup|context=>setup,setupprofile,test5

[フィル名形式]

リスト名.csv

[配置場所]

C:\C:\Libra\import\list\

(2) 「More」をクリック

リスト名を入力して「OK」

(4) 「import」をクリック

C:\C:\Libra\import\list\に配置したファイルの一覧が開く

該当のリストを選択し「OK」



1-1. 新規コマンドセットの追加

(1) 「Command」ボタンを押し、Cmmandset画面を開く

(2) 「NewCommandset」をクリック

(3) 「Name」に一意の名前を入力する
「O㻿」から作成対象のO㻿を選択する
Cmd001～Cmd040に、対象のコマンドを選択する(Registerに登録されているコマンドが選択可能)
※ログ取得時はここで設定した番号順で、コマンドを実行する

Libra使用手順書
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選択式で、途中まで入力することで絞

り込み可



(4) 「㻿ave」をクリックして、保存する



1-2. コマンド編集

(1) 該当のコマンドセットをWクリックする

(2) 編集後、「㻿ave」をクリック



1-3. コマンドセット削除

(1) 該当のコマンドセットをWクリックする

(2) [Dlete」ボタンをクリック



1-4. 既存のコマンドセットをコピーして作成する

(1) コピー元とするコマンドセットの「＋」ボタンをクリックすることで、新規コマンドをコピーで作成可



1-1. 新規プロファイルの追加

(1) 「Profile」ボタンを押し、Connection profile画面を開く

(2) 「NewConnectionprofile」をクリック

(3) 「㻿et up auth」をクリック
※既存のAuthgroupを利用する場合䛿省略可

Libra使用手順書
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入力後、「㻿ave」をクリック

(4) Profileを作成する
入力後、「㻿ave」をクリック

1-2. プロファイル削除

(1) 該当のプロファイルをWクリックする

Groupnome：任意、マルチバイト不可

Usernome：ログインユーザ

Possword: ログインパスワード

Adminpossword:enoble パスワード

※既存のouth groupの内容を変更する場合䛿、

「Groupnome」を同じにすることで上書きすることが

可能

Profilenome:任意。マルチバイト不可

ConnectionType:ターゲット機器との接続方式

Direct,1hop,2hopから選択する

Connection:ログインshellをtelnetかsshで選択する

Authgroup：作成済みの認証情報を選択する



1-1. 新規レジスターコマンドの追加

(1) 「Register」ボタンを押し、Command register画面を開く
「New」をクリック

(2) (比較しない設定の場合)
「Command㻿tring」に実行コマンドを入力
Ostypeに該当O㻿を選択する
㻿aveをクリック

Libra使用手順書
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灰色行䛿比較をしない設定のコマンド

(Compare列がNo)



(3) (比較する設定の場合)
「Command㻿tring」に実行コマンドを入力
Ostypeに該当O㻿を選択する
CompareをYesに設定する
下記、青枠の情報を入力する(必要のない部分䛿ブランク可)
「㻿ave」をクリック

Compare ruleで比較前のログ編集を定義する

㻿tartLine:ログの比較開始行番号、また䛿文字列
㻿topLine：ログの比較終了行番号、また䛿文字列
Grep:ログの比較対象行をgrepのキーワードで絞り込みを行う
Grep-v:ログの比較対象行をgrep-vのキーワードで絞り込みを行う
Replace：ログを特定のキーワードに一致する部分を別の文字で置き換える
㻿ort:ログを並び替える


